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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 本日、内線ＰＨＳの番号変更を行っています。

庶務使用→785

病院ＳＷ室使用→215

病院通所リハ室（摩尼）使用→223

青明舎室長（清水）使用→513

総務使用→501

竹澤課長使用の711は、3/15（水）より秘書Ｇ北村使用に変更となっています。

· 3/16（木）より欠勤・遅刻等の連絡は、総務への直通電話へ連絡するようにして下さい。総務で取りまとめて庶務へ連絡する事になります。総務担当者が外出や公休等で不在の場合は、電話対応した職員へ伝えて下さい。総務・庶務直通電話→0178-27-2017

＜患者様連絡事項＞

· 山田　典子様～本日、家財道具などの引き払いについての電話連絡を午後にしています。　　　　　　　弟様より連絡ありましたら、日時についての確認をして行きましょう。

・本田　英之様～現在、生活リズムの乱れがあり身辺整理等の生活指導を要しています。受け持ち担当スタッフと本人とで話し合った結果…

1・23：30に就床する。

2・7：30には起床しスタッフに挨拶する。

3・毎週金曜日の生活指導では新聞の整理をする。

4・リハビリテーションプログラム・作業に居眠りなく取り組む。

以上の事を決めていますが、目標に関して「何が必要か？」「今まではどうして出来なかったのか？何が足りなかったのか？」など、自身を振り返る為のチェック方法でスタッフと本人で評価出来るような方法を取った方が良いのでは？と意見が出ましたので、担当スタッフは再検討して下さい。

＜Ｄｒ安ヶ平担当患者様ＮＣＰ評価＞

・松橋　清子様～排便困難を訴えられ、センナリド　1Ｔ　1×ｖｄｓ　7Ｔが臨時処方となっています。以後定期薬処方となります。排便の有無、腹部の確認・観察をしていきましょう。

・平　勝利様～本人より「スルメが食べたい」とありました。血液検査の結果安定していますが､本人は糖尿病もあり食事管理も去れていますので､受け持ち担当スタッフは栄養士と本人と相談し、嗜好品の検討を行って下さい。

・出河　攻様～両足裏の魚の目が痛いとの事で、スピール膏1枚が処方となっています。

・小笠原　禮子様～血液検査の結果、低蛋白血症が見られるとの事なので食事の際の残食の確認、摂取状態の確認をして行きましょう。

・小向　政広様～財産放棄の手続きに関して、主治医より説明をされています。

・野田頭　真由美様～夜間、足の付け根が痛むと話していますが、主治医より運動して様子を見て下さいとの事なので、夜間の痛みの有無の確認・観察をして行きましょう。また、本人は「今月中に退院できますか？」と話しており、金額や入院期間について気にしている様子伺えます。退院についての焦りや病識に関して認識が欠けている部分が見られていますので、今は症状を安定させ徐々に退院に向けての準備をしていくように関わって行きましょう。

＜措置患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・小笠原　禮子様～現在、幻聴や妄想に左右された言動・行動は見られていませんが、幻聴や妄想に左右された際に衝動的となる可能性がありますので、行動化しないように本人の訴えを傾聴し、症状の観察・幻聴等の有無の確認をして行きましょう。

・出河　攻様～妄想的な事が内在されイライラ感が表出し、衝動行為に至る可能性がありますので、本人の訴えを傾聴し、イライラ感・不安感等が見られる際は言語化出来る様に関わって行きましょう。

・石切　久様～表情冴えず、幻聴や異常体験に左右された発言がある。又服薬調整中の為、倦怠感、頻尿、胃部不快感を訴えていることあります。本人、上手く言語化する事が出来ない為、スタッフ側でこまめに声掛けなどを行い少しずつ言語化出来る様に関わって行きましょう。

・西川　和恵様～欠陥固定状態であり、意思の疎通は困難。日常生活全般に介入が必要である。本人の要求は言語化出来ていますので、徐々に他の事も言語化出来る様に関わって行きましょう。

＜皮膚科＞

・蛯名　勝幸様～左足の踵のひび割れがありますので、ラミシール塗布後ラップ保護（24時間）をして行くようにしましょう。

・出河　攻様～陰部の発疹は、ラミシール塗布をして下さい。

・清水　徹様～両足をラミシール塗布後、ラップ保護（24時間）するようにして下さい。

・中村　マス様～頭部の円形脱毛症はフロジン液が処方となっています。

＜栄養管理指導状況報告＞

・本多　富美様～現在、84.5ｋｇですが、最終目標として79ｋｇまで減量する事を挙げています。現在、本人にやる気がなく余暇時には臥床傾向見られています。スタッフ側で声掛け促すも「すぐにスタッフの人は結果を求めるから嫌だ」と話す事があります。体育館を開放すると、他者と卓球をしている事が多いため今後も続けて頂きましょう。また、本人が今、摂取しているカロリーと消費しているカロリーを明確に表記し、本人へ振り返って頂くように関わって行く必要がありますので、受け持ち担当スタッフは栄養士・本人と相談し再検討し、周知して下さい。






















